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1. 資 総務課

2. 資 総務課
「市長と話そう」
～石田市長が地域課題をお聞きします～

令和６年大館市の10大ニュース

令 和 ７ 年 １ 月

市　長　定　例　記　者　会　見

資：資料　　　写：写真
ポ：ポスター　ち：ちらし
図：地図など

(記　者　会　見　項　目)
添付

( 担 当 課 )

日　時　１２月２６日（木）　午前１１時

場　所　市役所本庁舎４階　庁議室



№1 
令和６年大館市の 10 大ニュース 

 

総 務 課 

 

大館市の 10 大ニュースについて、別紙のとおり発表します。 

なお、市ホームページ（https://www.city.odate.lg.jp/）にも同じ内容を掲載し

ます。 

 

 

お問い合わせ 総務課広報広聴係 

43-7025（内線 553） 



順位 項　　　目 説　　　　　　　　明

1 石田新市政がスタート
　９月１日、福原前市長の辞職に伴う大館市長選挙を執行。石田健佑氏が当選を果たし、全国
最年少市長のもと新市政がスタートした。

2
地域救命救急センター及び訪問看
護ステーション開設

　総合病院では、秋田県の指定を受け、４月1日から地域救命救急センターとして救急患者の
受入れを開始。これにより、救急処置室の増設や感染症対応診察室を設置し、重篤な救急患者
の受け入れや、新興感染症の感染拡大に備える体制の整備を行った。
　また、　地域に不足している在宅医療の一端を担うことを目的として、総合病院内に訪問看
護ステーションを開設。在宅での療養を希望する患者が必要な医療を受けられるよう、訪問看
護師が医療、介護、福祉などの多職種と緊密に連携しながら、在宅医療を支えていく。

3
遠隔手話通訳・軟骨伝導イヤホン
などの意思疎通支援サービスを開
始

　聴覚や言語機能の障害など、意思疎通を図ることに支障がある方に対する市役所窓口での
手続きの円滑化を目的として、遠隔手話通訳サービスと軟骨伝導イヤホンによる意思疎通支
援サービスを開始。
　手話通訳を必要とする方や加齢などで耳が聞こえづらい方など、誰でも安心して手続きでき
るようになり、市民サービスの向上が図られた。

4
ふるさと納税寄付額が１０億円を
突破

　令和５年度の大館市ふるさと納税寄付額が１１億５４２万円となり、初めて１０億円を超えた。

5 鳥潟会館庭園が国指定名勝に

　文化庁へ名勝指定に関する意見具申書を提出した「鳥潟会館庭園」が、６月２４日、文部科学
省の審議機関である文化審議会の審議及び議決を経て、国の宝として名勝に指定するよう文
部科学大臣に答申され、１０月１１日、正式に登録された。近代、秋田県地域に造営された庭園
の事例として、当時の意匠、構成をよく伝え、その芸術上及び学術上の価値が高いと評価され
た。

6
「ボッチャのまち大館」を宣言なら
びに日本ボッチャ協会と連携協定
を締結

　１１月２３日、パラスポーツ「ボッチャ」に親しみ、多様性を受容し、一人ひとりの個性を尊重す
ることで、誰もが自分らしく暮らせる「ひとに優しい、ひとが優しいまち」づくりを目指すために
宣言した。また、宣言に先立ち、１１月１３日にはボッチャを通じて地域課題解決及び活性化並
びに共生社会の一層の深化を図るため、日本ボッチャ協会と県内では初めてとなる連携協定
を締結した。

7 大館駅前広場完成

　昨年度完成した新駅舎に続き、バスロータリー、タクシープール、一般駐車場を合わせた駅前
広場が完成。８月８日に来賓、JR、地元関係者が参加し、完成記念式典を行い供用を開始し
た。
　また、９月２８日には駅前広場を会場に大館駅前振興組合などと共に「駅-one.」イベントを
開催した。

8
大館駅インランドデポ構想の推進
に向けた「国交省トライアル事業」
の実施

　国土交通省による貨物鉄道利用に係るトライアル事業（実際の輸出入貨物コンテナを活用
し、京浜港-大館駅間の鉄道輸送を検証）が１２月１日に実施され、大館駅インランドデポ推進協
議会主催の見学会が開催された。
　当日の見学会には、国土交通省東北運輸局長が参列し、大館駅インランドデポの整備に理解
を示した。

9 消防署北分署 運用開始
　令和５年９月から工事を進めていた消防署北分署の新庁舎が完成し、１１月１日から運用を開
始した。消防職員だけでなく、消防団、自主防災組織など地域の防災教育が可能な庁舎とな
り、地域全体で防災力向上に取り組んでいく。

10 斎場建設工事に着手
　新斎場の建設について、敷地整備、建築工事、電気設備、機械設備のそれぞれで請負契約を
締結し、２カ年工事に着手した。工期は令和８年１月３０日まで。令和８年４月からの供用開始を
予定している。

10
秋田犬の里、来場者１００万人を突
破

　令和元年にオープンし、秋田犬に会える施設として国内外から観光客が訪れている大館市観
光交流施設「秋田犬の里」が、１２月に来場者１００万人を突破。

10 大館産米のアメリカ輸出が決定

本市の米の販路を開拓する取り組みにより、日本食ブームでジャポニカ米の需要が増加して
いるアメリカに大館産米を輸出することが決定した。需要動向や価格帯を探るため、今後、大
館オリジナルデザインのパッケージで梱包した「あきたこまち」「めんこいな」「ちほみのり」の３
銘柄４２トンが発送され、現地日系スーパーでの販売が予定されている。

10 大館エアポートライナー運行開始
　１２月１日、大館能代空港と市内中心部を結ぶＡＩオンデマンド型相乗タクシー「大館エアポー
トライナー」が運行を開始。秋田自動車道を利用し、空港と市内中心部を短時間で結ぶ新たな
２次交通として、観光・ビジネス利用のみならず、空港の利用促進としても期待される。

令和６年大館市の１０大ニュース



順位 総　務　部 市　民　部 福　祉　部 産　業　部 観光交流スポーツ部 建　設　部 教育委員会 病　　　院 消　　　防
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ステーション開設
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ふるさと納税寄付
額が１０億円を突
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マイナ保険証を基
本とする仕組みへ
移行

障害者支援のため
の地域生活支援拠
点を整備

大館産米のアメリ
カ輸出が決定

秋田犬の里、来場
者１００万人を突
破

真中地区の水道施
設改良事業が完成
し、令和7年度か
ら上水道へ統合

第９回全国小学校
キャリア教育研究
協議会大館大会の
開催

地域医療連携推進
法人の設立に向け
た取り組み

消防職員意見発表
秋田県大会で初め
て最優秀賞受賞
し、東北大会へ出
場

3
大館未来づくりプ
ランがスタート

定額減税の実施
「子どもの遊び場」
来場者３万人突破

東京２０２０オリン
ピック・パラリン
ピックのレガシー
材を活用した木製
ベンチを渋谷区に
寄贈

大館エアポートラ
イナー運行開始

大館市し尿受入セ
ンターが完成間近
となり、試運転を
11月に開始後、来
年2月に本格稼働
予定

「ＮＨＫのど自慢」
の開催

大規模災害を想定
した訓練を再開

第８回秋田県救助
研究会を大館市で
初開催

4
大館市ＤＸ推進ア
クションプランの
策定

大館市・鹿角広域
行政組合ブロック
のごみ処理広域化
に向けた検討を開
始

第９期介護保険事
業計画・高齢者福
祉計画がスタート

大館ものづくり推
進協議会設立

秋田犬保存会春季
本部展、２年ぶり
に大館市で開催

道路等インフラメ
ンテナンス「包括
的民間委託」の本
格実施

全国最先端の取り
組み！
「幼保小の架け橋
プログラム」

大館市病院事業継
続計画（BCP）の
改正及び感染対策
BCPの策定

盛岡地区広域消防
組合、弘前地区消
防組合及び本消防
本部による合同訓
練を５年連続で実
施

5
市空家等対策計画
を４年ぶりに改訂

脱炭素先行地域
（第５回）への応募

認知症あんしんサ
ポート事業所が
15事業所に拡大

おんどりプロジェ
クト始動

高館公園テニス
コート人工芝を改
修

「自動運転実証調
査事業」の実施

二井田公民館が第
７６回優良公民館
表彰を受賞

救急件数過去最多
ペースで推移

令和６年大館市各部局の５大ニュース



№2 

「市長と話そう」 

～石田市長が地域課題をお聞きします～ 

 

総 務 課 

 

市では、お住まいの地域ごとに、市民のみなさんと石田市長との座談会を行います。

第１回テーマは「子育て」。城南学区の皆さんの申し込みをお待ちしています。 

 

〇対  象 城南学区にお住まいの方 

〇人  数 20 人 ※申し込み多数の場合は選考 

〇と  き 令和７年２月 15 日(土) 午後３時～４時 

〇と こ ろ 中央公民館 

〇テ ー マ 子育て 

〇申込方法 次のいずれかの方法で申し込みください 

【メール】件名に「市長と話そう」、本文に「①氏名(フリガナも)②性別

③年齢④住所⑤電話番号⑥メールアドレス⑦テーマ(子育て)

について市長と話したいこと」を記入し、 

kouhou@city.odate.lg.jp に送信 

【郵送】申込用紙を記入し、〒017-8555 大館市字中城 20 番地 大館市

総務課広報広聴係まで送付 

【持参】申込用紙を記入し、市役所本庁舎４階の総務課窓口に提出 

※申込用紙は市ホームページからダウンロードいただくか、総務課窓口

に設置しています 

〇受け付け 令和７年１月 17 日(金)締め切り ※必着 

〇そ の 他 ・当日の様子は報道機関や市ホームページ等で公開予定です 

・参加が決まった方のみ、１月 31 日(金)までに電話でご連絡します 

・今後は、他の地域でも開催予定です。詳しくは決まり次第お知らせし

ます 



お問い合わせ 総務課広報広聴係 

43-7025（内線 553） 



 

フリガナ  

氏名  

年齢 
 

住所 

〒 

 

電話番号 
※日中連絡が 

取れる番号 
 

テーマについ

て市長と話し

たいこと 

 

 

～石田市長が地域課題をお聞きします～ 

・すべての項目に回答をお願いします(回答がない場合は、申し込みできません) 

・ご回答いただいた情報は当事業にのみ使用します。 

・申し込み多数の場合は、選考を行います。当選の発表はご本人への連絡をもってかえさせていただきます。 

・当日の様子は報道機関や市ホームページ、YouTube などで公開する予定です。 

『 市 長 と 話 そ う 』 参 加 申 込 書

申・問 総務課広報広聴係 〒017-8555 大館市字中城２０番地 

☎43-7025//kouhou@city.odate.lg.jp 


